
獨協医科大学病院リウマチセンター 第 14 号 20160630 

リウマチセンターだより 

～公開健康市民講座のご案内～ 

当センターより倉沢和宏先生と前澤玲華先生が公開健康講座にて講演します。

会の詳細日程は以下の通りです。 

倉沢和宏先生 

【日時】平成 28 年 7 月 9 日（土）13 時 30 分～15 時 00 分 

【場所】獨協医科大学 関湊記念ホール 

 

前澤玲華先生 

【日時】平成 28 年 8 月 27 日（土）10 時 30 分～12 時 00 分 

【場所】小山市中央公民館視聴覚室 

 

※事前申し込みと参加費 1500円が必要です。受講ご希望の方は以下申し込み

先にご連絡ください。 

獨協医科大学総務部総務課（受付時間：平日 9:00～17:00） 

電話：0282-87-2100 

皆さま多数ご聴講ください。 第 5 回リウマチ教室の様子 

第 5回リウマチ教室を開催しました。 

5月 28日（土）大学病院 3階大会議室にてリウマチ教室を開催したので報告します。 

5回目となるリウマチ教室ですが、回を重ねる毎に参加人数が増え今回は過去最高の 148名の参

加があり非常に充実した会となりました。講演１は『リウマチと口腔ケアの重要性』と題して口

腔外科の木内誠先生、講演２は『関節リウマチ どうして、どこまで治療する』と題して上都賀

総合病院リウマチ膠原病内科の花岡亮輔先生にご講演頂きました。講演後に会場からは木内先生

へ「口腔内の細菌が血液中に入るのはなぜか？」「細菌が入るとどうして身体が悪くなるのか？」

との質問があり、「咀嚼程度で細菌は血液中に入る。」「細菌が入ったことでサイトカインによっ

て病状が悪化する。」と丁寧に説明がありました。また花岡先生は「原因の分からない病気を治

療する事は出来るのか？」との質問に対し「原因の分からない病気であり、治癒させることは出

来ない。しかし薬を使うことで普通の人と何ら変わらない生活が送れる。これを寛解といい、目

標である。」との解説がありました。講演に引き続きリウマチ友の会から自助具の説明と患者体

験談としてお二人の男性の講演がありました。お二人の話は非常に分かりやすく患者さんやその

家族は共感出来る部分が多かったと思います。 

リウマチセンターでは今後も患者さんの声に傾聴しながら日常の診療だけでなくこのような会

を通して様々な情報を発信していこうと考えております。 

リウマチセンター  富沢一生 

 


